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　2012 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 8 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
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adult fibroblast cultures by defined factors. Cell  2006 ; 126 : 663-676.（特定の因子によるマウス
の胎仔と成体の線維芽細胞からの多能性幹細胞の誘導）







Robert J. Lefkowitz ：デューク大学








ンパク質とそのシグナル伝達の役割を発見した業績に対して 1994 年、Alfred G. Gilman
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